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講義
児童期における発達支援
～本人支援について～

についての概要と解説



標準プログラムにおける

獲得目標

発達支援～本人支援～の重要性について理解する（45分）

内容

• 児童期におけるアセスメントの実際（年齢・ 生活・発達

像に基づく課題の整理を含める）

• 支援に関する計画の作成における発達支援の視点

• 発達支援の視点からのモニタリングの意義とポイント



この講義のポイント

• 本人支援を理解すること

• 発達支援／本人支援は、障害の改善だけにとど
まらず、広く育ちを支援することであること

• 障害児である前に子どもであること

• 発達的視点の理解

• 多職種連携を理解する



発達支援の定義
療育：高木憲次（たかぎけんじ）

「療育とは、現代の科学を総動員して不自由な肢体を出来るだけ克服し、それによって
幸にも恢復したら『肢体の復活能力』そのものを（残存能力ではない）出来る丈有効に
活用させ、以て自活の途の立つように育成することである。」

 昭和２６年１月１日 療育〈第１巻第１号〉療育の根本理念 １、療育の定義より

療育：高松鶴吉（たかまつつるきち）
注意深く特別に設定された特殊な子育て

高松鶴吉：療育とはなにか，ぶどう社，1990

発達支援
児童発達支援は、障害のある子どもに対し、身体的・精神的機能の適正 な発達を促
し、日常生活及び社会生活を円滑に営めるようにするために行う、それぞれの障害の特
性に応じた福祉的、心理的、教育的及び医療的な援助である。

具体的には、障害のある子どものニーズに応じて、「本人支援」、「家族支援」、「移
行支援」及び「地域支援・地域連携」を総合的に提供していくものである。 

児童発達支援ガイドライン,2024,p17

子どもに対して行う支援内容のことは、療育という言葉で表現されていた。現在では発
達支援という言葉が使われており、この発達支援という言葉は、本人への支援だけに止
まらず、家族への視点と、地域への支援及び連携まで包含した広い概念に発展している

全国児童発達支援協議会監修：新版 障害児通所支援ハンドブック，エンパワメント研究所，2020，p13 











本人支援
• 「本人支援」の大きな目標は

•(児)障害のあるこどもが、将来、日常生活や社会生活を円滑に営めるようにす
るものである。

•(放)こどもが様々な遊びや学び、多様な体験活動を通じて 生きる力を育むとと
もに、将来、日常生活や社会生活を円滑に営めるようにするものである。

• (児)(放) 「本人支援」は、5領域の視点等を踏まえたアセスメントを行った上で、
個々のこどもに応じて、オーダーメイドの支援を提供していくことが重要

• 事業所等で行われる「本人支援」は家庭や地域社会での生活に活かしていくため
に行われるものであり、

•(児)保育所等に引き継がれていくものである。

•(放)学校と連携を図りながら進めていくものである。

• (児)(放) 「本人支援」は、障害のあるこどもの発達の側面から、（提供すべき支
援の具体的内容は）5領域にまとめられる

• (児)(放)実際の支援の場面においては、 これらの要素を取り入れながら、こども
の支援ニーズや現在と当面の生活の状況等を踏まえて、こどもの育ち全体に必要
な支援内容を組み立てていく必要がある。 

• (放)学齢期には、二次障害やメンタルヘルスの課題を抱える場合もあり、こども
がこれらの課題を乗り越えていくためには、自尊感情や自己効力感を育むことが
重要である。 

児童発達支援ガイドライン,2024,p17、 放課後等デイサービスガイドライン,2024,p18



発達支援の現場で行うことは

（どれだけ素晴らしい、良い実践を提供していたとしても）

• 地域社会から、子どもを引き離してきている

• 家族から、子どもを引き離してきている

• 子どもの自由な時間から、子どもを引き離してきている

• 一般的社会参加の場から、子どもを引き離してきている

• という自覚と責任を



発達支援の現場で行うことは
• 「いま」「ここ」での生活がうまくいくだけでは意味

がない
• 事業所での生活が良いだけでは意味がない
• 生活への汎化・広がりの視点の欠如
• 生活への影響の視点の欠如

• 「いま」「ここ」で生活することだけでも意味がない
• 今をやり過ごすだけでは意味がない
• 彼らの成長した姿を意識する
• 発達的視点に基づく意味の把握の欠如
• インクルーシブな視点の欠如

• 「できない」ことを、ただやみくもに繰り返すだけ
でも意味がない
• できない背景を把握する発達的視点の欠如



発達的視点をもって理解し、支援する

【理解する】子どもは育ち、変化するという観点
• “いま”“ここ”の姿に至るまで、どのような経過を辿ってき

たのかを推測する
• 定型発達の場合だと、どのような道を辿るのかを理解する

【支援する】子どもは「育てる」対象であると
いう観点

• 「ダメ」「～しなさい」と、一方的なダメ出しや行動指示
だけでは、行動は学習されない

• 単に好きな活動を提供するだけでは、育ちはサポートされ
ない

• 発達・育ち・生活の状況に応じた、適切な課題設定・目標
設定が必要になる

• 支援は本人だけでなく、環境に対してアプローチすること
もできる



適切な支援計画 と 計画に基づく支援提供のためには
適切な実態把握から

• 実態把握を進めるために、さまざまなアセスメン
トツールが開発されている

• 実際には、それぞれの施設において、対象として
いる子どもの状態像や年齢、施設において担って
いる役割に応じて用意されるべきものであるべ
き。それぞれの施設で大事にしている内容に応じ
た情報収集・実態把握のための取り組みが期待さ
れる

• アセスメントにはフォーマルアセスメントとイン
フォーマルアセスメントがある

• 一定の観点で、一定のフォーマットに落とし込ま
れているものだと便利である



発達支援における
アセスメントの意義
• 支援に向けた対象理解・解釈（見立て）・仮説
（手立て）・検証

「一つ一つの情報を自分なりに解釈し、それらを組み立て、生じている問題の成り立
ち mechanism を構成し（まとめ上げ）、支援課題を抽出すること、あるいは、その
人がどんな人で、どんな支援を必要としているのかを明らかにすること」

近藤直司（2012）：アセスメント技術を高めるハンドブック．明石書店）

• 包括的アセスメント：多面的な情報収集する各
情報の関連性を捉える

• 発達的変化、支援の効果を評価し、支援内容の
修正、次の支援目標・内容の作成・変更を行う

• 家族を含めた多様な関係者との共通理解を図る



アセスメントの視点

☆こどもの発達の全体像の把握（要因間の関連性も）
①生物的な要因（生理・医学的側面）

発達及び障害の特性、生来的な気質、疾患（診断、病歴、
神経・生理学的特徴、服薬等治療方針）など

②心理的な要因（心理・学習・教育的側面）
不安、葛藤、希望、自己イメージ、防衛機制など（認知発

達、言語コミュニケーション、社会・情動発達、運動発達
などの発達面を含む）、反応パタン等の行動特徴

③社会的な要因（環境・社会・文化的側面
対人関係（家族・支援者・仲間等）、関係機関のつながり、

環境構成（家庭・学校等）、周囲の理解・かかわり（家
族・学校・支援機関等）､周囲の期待・希望など
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＜情報の収集＞ ＜情報の整理＞

アセスメントのプロセス

（２）アセスメント過程



(2)- ① 初期状態の把握(2)- ① 初期状態の把握

【発達状態や行動特性の総合的分析的把握】
現在の様子の把握

• 情報収集  
• 行動観察
• 環境観察（環境面、保護者等のかかわり方含む）
• 家庭での子どもの状況 ＋ 家庭・家族の状況・意向
• 地域での子どもの状況 ＋ 地域の状況・意向
• 関係機関のつながりと役割

これまでの経過（「育ちのストーリー」としての把握）
• 情報収集（○○歴等）

※ 支援提供事業所が得意とする領域と、相談支援事業所が得意と
する領域がある。役割分担、聴取済情報の共有等の工夫が必要。
※児童発達支援と放課後等デイサービスでは必要とする情報に差
があるので、各施設において工夫が必要。



＜発達歴＞
•母親の妊娠中、出産時の状況
•運動、対人関係、言語等の発達の経過、状況

＜病歴・療育歴・教育歴・社会資源活用歴＞
•医学的に配慮すべき内容の把握
•これまでどのような療育や保育、教育を受けてきたか

＜家族・生活状況＞
•家族構成、家族の印象（父母、きょうだい、祖父母）
•生活リズム：1日、１週間、月の過ごし方
•家族観、子ども観、養育観
•家族、家庭で困っていること（具体的に）

→経済、夫婦間、他のきょうだい児であることも
・家庭機能（よい面も把握する）

直接的に聞き取ることができるものと、
様々な状況から推察するものもある。思い
込みと誤解に注意。

情報収集情報収集



＜園や学校等の関係機関での状況＞
• 関係機関での生活の流れ
• 関係機関での生活の様子

（できている／できていない、得意／苦手等)
（頼りにしている人、苦手な人、仲間関係等）

• 関係機関の子ども、家族の見立て
• 支援の目的・内容・方法
• 保護者の関係機関に対する思い

（満足／不満足、希望：保育・教育内容等）
• 関係機関のつながり（エコマップなど）、地域資源

調査

情報収集情報収集



• 事業所における自由場面、設定場面での観察
• 自由場面
• 半構造化した場面設定
• 構造化した場面設定

• 保育、教育、地域活動場面での観察

→環境面の把握、本人の困難さの発生状況の把
握、生活の中でうまくいっている部分の把握

行動観察行動観察



【言語・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ検査の例】

ITPA言語学習能力診断検査 等

【その他検査の例】
Vineland-II適応行動尺度
フロスティッグ視知覚発達検査
JPAN感覚処理・行為機能検査
新版S-M社会生活能力検査  等

• 検査の目的を明確にし、必要な情報の内容を確定する
• 実施する際には、検査に対応する際の態度や回答内容、

一部正答等の芽生え反応も把握する
• 検査結果の数字を得ることだけを目的にしない
• 実施において保護者の了解と理解を得、結果を報告する
• 個人情報管理、活用範囲を明確にする

【発達・知能検査の例】

新版K式発達検査

田中ビネー知能検査V、

WPPSI、WISCｰⅣ、日本版KABC-Ⅱ

PEPｰⅢ

遠城寺式乳幼児分析的発達検査 等

発達検査の実施発達検査の実施



• 本人の思い、願いを聞く

• 本人の希望を聞く

• 本人の将来への希望を聞く

本人の声を聞き取る本人の声を聞き取る

(2)- ① 初期状態の把握(2)- ① 初期状態の把握



アセスメントの工夫

• 情報収集を効率的に確実に行うために、統一さ
れた記入用紙の準備

• 施設の特徴に応じて、必要なアセスメント内容
の検討を行う

• 余暇活動を提供することがメインの事業所で
あっても、その余暇活動に関連するアセスメン
トが実施されるべき

• フォーマルなアセスメントツールと、イン
フォーマルなアセスメント情報の有効活用



身の周りにある『アセスメント』



「デートに着ていく服を選んでいるんだけど
相談に乗って欲しい。

友人にアセスメントする時に、聞き取っておきたい
項目を挙げてみましょう。



「その日の気温」「行く場所」「行く時間帯」「色」「柄」

「ブランド」「価格」「相手の好み」「自分の好み」

「動きやすさ」「着心地」「洋服に合う靴」「今の髪型」

「自分の体型」「相手の年齢」「清潔感」

「絶対にゆずれないこだわりの条件は」

「デートに着ていく服」のアセスメント項目

※アセスメント⇒様々な事象を評価・査定すること



「デートに着ていく服」の課題整理

友人から聞き取ったアセスメント項目の中から、特に友人が
気にしている、こだわっている項目を取捨選択したり整理する。

友人がこだわっている、洋服選びの項目や条件に優先順位をつけてみ
る。

項目や条件を整理することで、友人が求める洋服像が見えてくる。
絞り込めてくる。

見えて来た洋服像から「この洋服！」に結びつけるアイディアを出して
みる。

※課題の整理⇒情報の整理、ニーズの整理、仮説や
支援課題の抽出、将来の見通しなど



「デートに着ていく服」の個別支援計画

・この店の、このサイトの洋服を見に行こう。
・このサイトの洋服のレビューを見てみよう。
・同じような洋服でも ～ の候補を上げてみよう。
・いきなり決めずに金額と相談してみよう。
・このお店に行って試着するときは、一緒に行くよ。

※個別支援計画⇒ある意味、企画書と言い換えても。
具体性のある支援内容が大切！



子どもの支援のプロセス
子どもが示す現状をありのままにとらえる

（知識と客観的視点）
把
握

とらえた状況を障害特性、発達段階、生活環境と照合する
（情報収集と評価と想定）

分
析

年齢相応の姿の想定と状況を照合し、
次の段階（姿）を創造する （創造と方針の決定）

計
画

因子を分類し、それぞれに分析しながら、深める

発達段階による因子

生活年齢 年齢特徴 認知特性

障害特性による因子

発達年齢 運動特性 感覚特性

認知特性 学習形態

環境(人,場所,時間)による因子

家庭環境 友達関係 活動の場

毎
回
の
支
援
で
も
、
一
年
間
の
関
わ
り
で
も
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
す
。
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障害児通所支援による

子どもへの関わりに不可欠な視点（知識）

⇒多面的に見れる感性の基盤
–疾患や状態（診断、特徴、禁忌、予後等）に関すること

–成長（年齢、体の大きさ、手足の長さ、食事の量等）に関すること

–運動発達（筋肉の緊張、動き滑らかさ、パワー等）に関すること

–感覚（好む感覚、苦手な感覚、鋭い感覚、鈍い感覚等）に関すること

–知能や学習（好きな遊び、得意な遊び、好きな教科、苦手な教科等）に関すること

–子どもと集団（誰と遊ぶ、どんな友達とどのように遊ぶ、つるむ等）に関すること

⇒複合的に関われる関係機関とのつながり
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アセスメントのポイント

『広く見る』
子どもが生きている環境全体を見ること
子どもを取り巻く人間関係、家庭環境、学校の友達関係
や教育方針、地域社会の状況を理解する

『長く見る』
子どもが将来成長していく地域社会の中で、どんな人生
を送っていくか、家族はどのように発達していくのかを
長期的視点で理解する

放課後等デイサービスハンドブック「全国放課後連」より抜粋



アセスメントのポイント

『深く見る』
直接的に表現されない本当の思いや希望を推測
※真のニーズ（リアルニーズ）
言葉や行動の背後にある思いへの気づき

『自分の目を見る』
支援者、自らの内側をみること、自身の視点を知る
支援者が持っている価値観や解釈傾向を知る
偏り、見落とし、見誤りを減らすこと

放課後等デイサービスハンドブック「全国放課後連」より抜粋



『再アセスメント』
・初回アセスメントだけで満足しない
・支援しながら、関わりながら探る再アセスメント

『障害児通所支援ならではのアセスメント』
・幼児期、児童期特有の支援を忘れずに
・幼保～小学生～中学生～高校生の階層別の理解
・幼保、学校環境のアセスメント⇒一貫した支援へ
・卒業後の進路へのアプローチ
・各種書式、シートの活用

アセスメントの大切なこと



・アセスメントはケアマネジメント課程（プロセス）の中の１つ
・アセスメントはその子の支援にあたる上で、根拠となる
「個別支援計画」作成に繋げるための、

大切な情報収集、評価、査定の機会

・支援課題を見立てる材料、根拠となるもの
※アセスメントを見誤ると「個別支援計画」も見誤る危険が大きい

・形式的、科学的なアセスメント以外に、日々の支援や関わりの
中で「こそ」、中で「しか」出来ないアセスメント

⇒児発管は支援スタッフが気づき、
探ったアセスメント情報を

さらに「アセスメント」しなくちゃ！
その情報を的確に相談員に伝えてください！



発達支援の５領域の内容比較
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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語・コミュニケーション

人間関係・社会性

〇健康状態の維持・改善
〇生活習慣や生活リズムの形成
〇基本的生活スキルの獲得

〇姿勢と運動・動作の基本的技能の向上
〇姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用
〇身体の移動能力の向上
〇保有する感覚の活用
〇感覚の補助及び代行手段の活用
〇感覚の特性への対応

〇認知の特性についての理解と対応
〇対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得
（感覚の活用や認知機能の発達、知覚から行動への認知過
程の発達、認知や行動の手掛かりとなる概念の形成）

〇行動障害への予防及び対応

〇コミュニケーションの基礎的能力の向上
〇言語の受容と表出
〇言語の形成と活用
〇人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得
〇コミュニケーション手段の選択と活用
〇状況に応じたコミュニケーション 等

〇アタッチメント（愛着）の形成と安定
〇遊びを通じた社会性の発達
〇自己の理解と行動の調整
〇仲間づくりと集団への参加

児童発達支援

〇健康状態の維持・改善
〇生活習慣や生活リズムの形成
〇基本的生活スキルの獲得
〇生活におけるマネジメントスキルの育成

〇姿勢と運動・動作の基本的技能の向上
〇姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用
〇身体の移動能力の向上
〇保有する感覚の活用
〇感覚の特性への対応 等

〇認知の特性についての理解と対応
〇対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得
〇行動障害への予防及び対応等

〇コミュニケーションの基礎的能力の向上
〇言語の受容と表出
〇コミュニケーション手段の選択と活用
〇状況に応じたコミュニケーション 等

〇情緒の安定
〇他者との関わり（人間関係）の形成
〇遊びを通じた社会性の発達
〇自己の理解と行動の調整
〇仲間づくりと集団への参加

放課後等デイサービス







◎課題を整理する際に大切な視点
（発達期にあることを意識する）

・ 主語を明確にすること
・ 事実と思い・推測を区別すること
・ 全体と部分（生活、発達等の要素）をみること
・ 発達の順序性と非順序性（非定型）の視点
・ 学習（誤学習と未学習）の視点
・ 得意・強みと苦手・弱さの視点

⇒苦手・弱さをリフレーミングすることで､支援の視点に気づくことがある：必
ずしも悪いことではない、できている部分もある、支援に活用できるいい部分が
ある・・・）

⇒できている部分を伸ばす、活用する、発展させる

・ 多様な関係機関との役割分担と協働の視点（地域連携）
⇒ 事業所としてのコンセプトと照らし合わせること
⇒自事業所で取り扱わない課題は、どこが担ってくれているのかの意識を

⇒ アセスメントの要約をする（100～200文字程度）







解決すべき課題

支援者の気になること

・推測できること

（事例の強み・可能性）

初期状態の評価

（利用者の状況

・環境の状況）

発達ニーズ・意向等

の把握
№

本

人

支

援

家

族

支

援

移

行

支

援

地

域

連

携

ニーズ・課題の整理表作成時の留意点（例）
利用者名 さん

・「誰」が欲し
た「ニーズ」か
を明確に記載し
整理することが
ポイント．

例えば、
①保護者のニー
ズを子どもが欲
したように書か
ないこと
②支援者から見
た発達ニーズ
（感覚ニーズや
運動ニーズ）も
わけること

・「支援者が気に
なる」等と思う根
拠は何！
・障害特性や家族
像、地域資源等の
一般的なイメージ
から推察される
「強み・可能性」
の記載にとどまら
ないこと
・より個別性を持
たせるため、具体
的に記載する

「支援者の知識と技量があからさまになる」
・左記のニーズの把握、状態の評価の内容を
基に論理的に記載できるか！

・左記のニーズの
記載内容と主語が
一致するとは限ら
ない。解決すべき
課題の主語を明確
化することでどこ
にアプローチすべ
きかが定まる
・ここで挙げられ
た記載内容が、
「個別支援計画」
の具体的な到達目
標となりうる

・まずは、聞き
取り表、モニタ
リング情報等に
記載されている
状況で左記に挙
げたニーズに該
当する文言をそ
のまま抽出する。

・すでに参考と
する書類の記載
者（保護者、相
談支援専門員、
職員等）の主観
のもとに記載さ
れている可能性
が高いことに留
意して読み取る



利用時及び家族の
生活に対する意向

総合的な支援の方針

支援の標準的な提供時間
（曜日・頻度、時間）

長期目標
（内容・期間等）

短期目標
（内容・期間等）

○支援目標及び具体的な支援内容等

優先
順位留意事項

担当者
提供機関

達成
時期

支援内容
（内容・支援の提供上のポイント・５領域との関連

性等）

支援目標
（具体的な到達目標）

項目

本人支援

本人支援

本人支援

本人支援

家族支援

移行支援

地域支援
地域連携

利用者名 作成年月日： 年 月 日

個別支援計画作成時の留意点（例）

◎どのような子どもに育ってほしいかを保護者とともに
◎ワクワク、ドキドキ感のある計画になるように本人とともに
◎具体的な到達目標とリンクさせることが必要
◎具体性は必要だが、気持ちの在り方や育む力など緩やかな表現も
◎長期目標は約１年、短期目標は３～６か月で設定

・項目欄は、本人支援では
発達の領域（運動、遊
び・・・）で記載してもよ
い⇒アセスメントと直結

・「ニーズの整理票」で作
成したニーズ、発達課題等
を書けるよう欄を追加して
もよい

言葉で発せられるニーズだ
けでなく、子どもの成長に
必要な「発達ニーズ」も検
討し目標を設定

支援期間終了後（モニタリング
時）に到達しているであろう
「子どもや家族の様子」を記載
【主語は子ども・家族】

到達目標に掲げた子どもや家族等の様子になるよう、事
業所がどのような「専門的な支援」、工夫、配慮を行う
のかを具体的に記載。家族支援および地域支援の場合も
具体的働きかけを記載 【主語は事業所】

※ モニタリング時に、事業所の支援の質、力量が問わ
れる⇒達成できなかった場合は子どもや家族、地域の
せいではなく、事業所の目標設定や支援内容が悪かっ
たと評価する

◎事業所として、どのようなコンセプトで支援していくのかも含めて書けるといい
（どのような子どもに育ってほしいのか、育てたいのかなど）

◎全体の活動のねらいとの関係がわかるといい
◎子どもの育ちにいいことがわかるといい
◎支援の見通し、イメージが持てるように（1年ではない長いスパンでの見通しも含めて）

令和 年 月 日 利用者氏名 児童発達支援管理責任者 。



利用時及び家族の
生活に対する意向

総合的な支援の方針

支援の標準的な提供時間
（曜日・頻度、時間）

長期目標
（内容・期間等）

短期目標
（内容・期間等）

○支援目標及び具体的な支援内容等

優先
順位留意事項

担当者
提供機関

達成
時期

支援内容
（内容・支援の提供上のポイント・５領域との関連

性等）

支援目標
（具体的な到達目標）

項目

本人支援

本人支援

本人支援

本人支援

家族支援

移行支援

地域支援
地域連携

令和 年 月 日 利用者氏名 児童発達支援管理責任者 。

利用者名 作成年月日： 年 月 日

個別支援計画作成時の留意点（例）

作成にあたっては、以下の通知・文書を確認してください。

・こども家庭庁 令和６年５月１７日発出 事務連絡：令和６年
度障害福祉サービス等報酬改定に伴う個別支援計画作成にあたっ
ての留意点及び記載例について

・児童発達支援ガイドライン・放課後等デイサービスガイドライ
ン・保育所等訪問支援ガイドライン



児童期におけるモニタリングの意義

• 発達・育ちの変化が大きい（児童分野の特徴）
• 育っていること、成長していることの確認
• 新たな課題の確認
• 家族の意向や、支援機関の状況も変化する

• 家族の状況も変化する可能性がある
• 家族のパワーバランスの変化
• 新しいきょうだい、きょうだいの進級・進学、家族の

就労状況・転勤、介護ニーズ

• 状況とニーズ、現在の支援状況への満足度などを
把握する



ご静聴
ありがとうございました。
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